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◆ルビーロマン 初出荷・初競り
◆親しみを込めた加賀城下豆
◆カボチャ「くり大将」出荷始まる
◆女性が活躍！ 高峰ファーム
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牡羊座
3/21〜4/19

【全体運】身の回りのことを優先。食事の支度や掃除に力を入れるとうれしいことがありそう。健康に関する番組も◎
【健康運】ストレッチで体調が改善。散歩もお勧め　　【幸運の食べ物】セロリ

　
七
月
十
四
日
、
今
年
で
市
場
デ
ビ
ュ

ー
十
五
周
年
を
迎
え
た
石
川
県
オ
リ
ジ

ナ
ル
高
級
ブ
ド
ウ
品
種
「
ル
ビ
ー
ロ
マ

ン
」
の
出
荷
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
当
Ｊ
Ａ
の
出
荷
初
日
は
、
二
戸
の
生

産
者
よ
り
、
十
五
房
持
ち
込
ま
れ
ま
し

た
。
天
候
に
恵
ま
れ
生
育
は
順
調
。
糖

度
は
基
準
値
十
八
度
を
大
き
く
超
え
る

十
九・
五
度
と
糖
度
の
高
い
「
ル
ビ
ー

ロ
マ
ン
」
に
仕
上
が
り
ま
し
た
。

　
翌
十
五
日
に
は
、
金
沢
中
央
卸
売
市

場
で
初
競
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
初
出

荷
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
ル
ビ
ー
ロ
マ
ン

研
究
会
大
田
昇
会
長
か
ら
「
十
五
年

間
、
生
産
者
の
仲
間
と
共
に
ル
ビ
ー
ロ

マ
ン
を
作
っ
て
き
た
。
今
年
は
天
気
も

良
く
、
美
味
し
い
ル
ビ
ー
ロ
マ
ン
に
仕

上
が
っ
た
」
と
挨
拶
が
あ
り
、
初
出
荷

を
喜
び
ま
し
た
。
か
ほ
く
市
・
金
沢

市
・
加
賀
で
出
荷
さ
れ
た
ル
ビ
ー
ロ
マ

ン
百
八
十
七
房
の
う
ち
「
特
秀
Ｇ
ク
ラ

ス
」
八
百
グ
ラ
ム
一
房
に
、
昨
年
よ
り

十
万
円
上
回
る
百
五
十
万
円
の
過
去
最

高
値
が
つ
き
ま
し
た
。

　
青
果
販
売
の
「
堀
他
」
が
競
り
落
と

し
、
金
沢
市
と
能
登
で
旅
館
を
経
営
す

る
「
百
楽
荘
」
へ
納
入
し
ま
し
た
。
島

田
大
輔
料
理
長
は
「
石
川
県
が
誇
る
ル

ビ
ー
ロ
マ
ン
を
全
国
の
方
に
知
っ
て
頂

き
、
観
光
の
起
爆
剤
に
な
れ
ば
」
と
声

を
弾
ま
せ
ま
し
た
。

　
当
Ｊ
Ａ
管
内
で
は
、
八
月
中
旬
を
ピ

ー
ク
に
七
千
三
百
房
の
出
荷
を
目
標
と

し
、
県
内
を
は
じ
め
東
京
・
大
阪
市
場

の
出
荷
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
河
北
潟
生
産
出
荷
組
合
施
設
園
芸
部

会
は
、
エ
ダ
マ
メ
「
加
賀
城
下
豆
」
の

出
荷
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
同
部
会
で
は
夏
場
の
ハ
ウ
ス
の
有
効

利
用
と
し
て
、
消
費
者
に
対
す
る
需
要

が
高
ま
っ
て
い
る
エ
ダ
マ
メ
を
栽
培
し

て
い
ま
す
。
昨
年
か
ら
石
川
県
民
の
方

に
、
よ
り
親
し
ん
で
も

ら
え
る
よ
う
に
と
想
い

を
込
め
て
「
河
北
潟
え 

だ
ま
め
」か
ら「
加
賀
城

下
豆
」に
名
称
を
変
更
。 

株
式
会
社
笠
間
農
園
で

は
需
要
増
加
に
伴
い
露

地
栽
培
を
開
始
し
ま
し

た
。
長
期
間
の
出
荷
を

目
指
し
、
エ
ダ
マ
メ
の

種
を
蒔
く
時
期
を
ず
ら

し
な
が
ら
栽
培
。
露
地

栽
培
で
は
ド
ロ
ー
ン
を

利
用
し
た
防
除
作
業
を

試
験
的
に
行
い
、
作
業

省
力
化
を
図
り
ま
し
た
。

　
同
部
会
で
園
主
の
笠

間
勝
弘
さ
ん
は
「
今
年

も
良
質
な
エ
ダ
マ
メ
に

仕
上
が
っ
た
。
よ
り
多

く
の
方
に
美
味
し
く
食

べ
て
も
ら
い
、
加
賀
城
下
豆
を
知
っ
て

ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
八
月
中
旬
に
出
荷
ピ
ー
ク
を
迎
え
、

八
月
末
ま
で
に
約
十
ト
ン
（
一
袋
二
百 

三
十
グ
ラ
ム
入
り
約
四
万
五
千
袋
）
の

出
荷
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

親
し
み
を
込
め
た
「
加
賀
城
下
豆
」

し
み
を
込
め
た
「
加
賀
城
下
豆
」

出荷された加賀城下豆

150万円で競り落とされたルビーロマン

十
五
周
年
「
ル
ビ
ー
ロ
マ
ン
」

五
周
年
「
ル
ビ
ー
ロ
マ
ン
」

初
出
荷
・
初
競
り

初
出
荷
・
初
競
り
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4/20〜5/20

【全体運】好調運。遊びに行く話には積極的に参加しましょう。おしゃれに時間とお金をかけるのもお勧め。芸術鑑賞にツキ
【健康運】腹八分目で健康に。野菜はたっぷり取って　　【幸運の食べ物】サラダカラシナ

　
七
月
二
十
日
、
当
Ｊ
Ａ
管
内
で
栽
培

さ
れ
た
カ
ボ
チ
ャ
「
く
り
大
将
」
が
出

荷
を
迎
え
ま
し
た
。「
く
り
大
将
」
は

栗
の
よ
う
に
ホ
ク
ホ
ク
と
し
た
食
感
と

甘
味
が
特
徴
の
カ
ボ
チ
ャ
で
す
。

　
初
日
は
、
二
軒
の
生
産
農
家
よ
り
三 

千
百
六
キ
ロ
（
約
千
六
百
玉
）
が
持
ち

込
ま
れ
ま
し
た
。
生
産
農
家

と
当
Ｊ
Ａ
職
員
が
、
出
荷
前

の
「
く
り
大
将
」
を
ひ
と
つ

ひ
と
つ
手
に
取
り
な
が
ら
、

大
き
さ
や
形
な
ど
を
確
認
し

て
専
用
鉄
コ
ン
テ
ナ
へ
運
ん

で
い
き
ま
し
た
。

　
今
年
は
天
候
が
よ
く
、
生

育
が
順
調
に
進
ん
だ
こ
と
か

ら
、
昨
年
よ
り
約
一
週
間
早

い
出
荷
と
な
り
、
三
十
ト
ン

の
出
荷
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
当
Ｊ
Ａ
管
内
で
は
収
量
増

加
へ
の
取
り
組
み
と
し
て
、

定
植
時
に
一
部
ポ
ッ
ト
苗
を

使
用
。
ポ
ッ
ト
苗
は
セ
ル
苗

に
比
べ
て
、
根
の
生
育
が
進

ん
で
い
る
た
め
活
着
し
や
す

く
、
植
え
痛
み
を
防
ぐ
効
果

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
カ
ボ

チ
ャ
の
共
同
乾
燥
と
専
用
鉄

コ
ン
テ
ナ
で
の
簡
易
出
荷
を
実
施
。
生

産
者
の
選
別
作
業
な
ど
が
無
く
、
収
穫

か
ら
出
荷
ま
で
素
早
く
行
え
る
こ
と
か

ら
、
品
質
を
維
持
し
た
早
期
出
荷
と
、

生
産
者
の
作
業
負
担
軽
減
、
資
材
コ
ス

ト
の
低
減
な
ど
に
よ
り
農
業
者
の
所
得

増
大
を
目
指
し
ま
す
。

く
り
大
将
」
出
荷
迎
え
る

り
大
将
」
出
荷
迎
え
る

　
七
月
二
十
四
日
、
か
ほ
く
市
の
農
事

組
合
法
人
高
峰
フ
ァ
ー
ム
で
栽
培
さ
れ

た
カ
ボ
チ
ャ
「
く
り
大
将
」
が
収
穫
・

出
荷
を
迎
え
ま
し
た
。

　
同
日
は
九
人
で
収
穫
作
業
を
行
い
、

そ
の
う
ち
六
人
が
女
性
生
産
者
。
若
手

農
家
や
担
い
手
が
不
足
し
て
い
る
な
か
、

同
組
合
法
人
で
は
女
性
の
農
業
参
画
を

積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
栽
培
品
目

で
は
、
園
芸
品
目
だ
け
で
な
く
花
き
栽

培
な
ど
女
性
の
得
意
分
野
を
作
り
、
働

き
や
す
い
よ
う
工
夫
を
し
て
い

ま
す
。
地
域
で
女
性
が
活
躍
で

き
る
機
会
を
増
や
し
、
地
域
の

活
性
化
へ
繋
げ
な
が
ら
、
農
業

に
参
加
し
や
す
く
な
る
よ
う
相

乗
効
果
を
狙
う
考
え
で
、
元
気

な
農
山
村
づ
く
り
を
目
指
し
ま

す
。
種
本
博
同
組
合
法
人
代
表

は
「
女
性
は
真
面
目
に
仕
事
を

し
て
い
る
し
、
作
業
の
ス
ピ
ー

ド
も
早
い
。
女
性
が
農
業
で
活

躍
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
を
作

る
事
で
担
い
手
不
足
も
解
消
さ

れ
る
の
で
は
」と
話
し
ま
し
た
。

　
実
際
に
同
組
合
法
人
で
働
く

女
性
た
ち
は
「
み
ん
な
で
楽
し

く
仕
事
を
し
て
い
る
し
、
仕
事

に
来
る
の
が
楽
し
み
。
自
分
が
手
が
け

た
分
だ
け
や
り
が
い
が
あ
る
」
と
い
き

い
き
と
し
た
笑
顔
を
み
せ
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
ハ
ウ
ス
い
ち
じ
く
の
コ
ン

テ
ナ
栽
培
に
挑
戦
し
、
八
月
中
旬
か
ら

試
験
栽
培
中
の
小
粒
い
ち
じ
く
の
収
穫

時
期
を
迎
え
ま
す
。
栽
培
品
種
は
皮
ご

と
食
べ
ら
れ
る
白
黒
種
十
四
品
種
で
、

も
ぎ
取
り
体
験
で
き
る
完
熟
イ
チ
ジ
ク

園
を
試
験
的
に
実
施
す
る
予
定
で
す
。

女
性
が
活
躍
！

性
が
活
躍
！  

高
峰
フ
ァ
ー
ム

高
峰
フ
ァ
ー
ム

くり大将を持ち込む生産者

活躍する女性生産者

「
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双子座
5/21〜6/21

【全体運】何かにつけてやり過ぎてしまいがち。始める前に自問自答を。計画を立てる慎重さがピンチの回避につながります
【健康運】ハードな運動も楽しめます　　【幸運の食べ物】ジャガイモ

　
六
月
二
十
七
日
、
石
川
か
ほ
く
営
農

協
議
会
で
は
管
内
水
田
周
辺
の
雑
草
地

や
畦
畔
三
十
一
地
点
で
、
斑
点
米
の
要

因
と
な
る
カ
メ
ム
シ
類
生
息
数
調
査
を

実
施
し
ま
し
た
。

　
当
Ｊ
Ａ
職
員
・
関
係
者
約
十
名
で
雑

草
地
や
畦
畔
を
あ
み
で
す
く
い
取
り
、

カ
メ
ム
シ
類
の
数
や
種
類
を
確
認
。
一

地
点
平
均
四
・
九
頭
の
カ
メ
ム
シ
類
が

捕
獲
さ
れ
ま
し
た
。
捕
獲
頭
数
と
し
て

は
、
平
年
よ
り
少
な
い
結
果
と
な
り
ま

し
た
が
、
山
間
部
の
地
区
に
お
い
て
は

飛
翔
性
カ
メ
ム
シ
「
ア
カ
ス
ジ
カ
ス
ミ

カ
メ
」「
ア
カ
ヒ
ゲ
ホ
ソ
ミ
ド
リ
カ
ス

ミ
カ
メ
」
歩
行
性
「
ト
ゲ
シ
ラ
ホ
シ
カ

メ
ム
シ
」
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
協
議
会
は
、
斑
点
米
の
発
生
防
止

の
た
め
、水
田
の
畦
畔
や
農
道
の
除
草
・

防
除
対
策
を
生
産
者
に
呼
び
か
け
ま
し

た
。

カ
メ
ム
シ
類

メ
ム
シ
類  

現
地
生
息
調
査

現
地
生
息
調
査

　
七
月
十
五
日
、
か
ほ
く
市
森
・
津
幡

町
倉
見
の
二
会
場
で「
ひ
ゃ
く
ま
ん
穀
」

の
現
地
講
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
講
習
会
で
は
、
県
央
農
林
総
合
事
務

所
職
員
が
講
師
を
務
め
、
今
後
の
水
管

理
と
発
生
が
懸
念
さ
れ
る
墨
黒
穂
病
な

ど
病
害
に
つ
い
て
説
明
。
飛
翔
性
カ
メ

ム
シ
が
多
発
し
て
い
る
こ
と
か
ら
防
除

に
つ
い
て
注
意
を
よ
び
か
け
ま
し
た
。

ま
た
、
参
加
者
は
実
際
の
幼
穂
の
長
さ

を
見
て
穂
肥
の
施
用
適
期
を
確
認
し
ま

し
た
。

　
そ
の
後
、
意
見
交
換
を
す
る
な
ど
、

品
質
向
上
へ
向
け
、
栽
培
管
理
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

ひ
ゃ
く
ま
ん
穀

ゃ
く
ま
ん
穀

現
地
講
習
会

現
地
講
習
会

幼穂の長さを確認する生産者

捕獲されたトゲシラホシカメムシの 
幼虫

捕獲されたトゲシラホシカメムシの 
成虫

現地調査の様子

　
当
Ｊ
Ａ
営
農
部
は
七
月
十
一
日
か
ら

二
日
間
、
管
内
八
会
場
で
「
コ
シ
ヒ
カ

リ
」の
現
地
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

十
二
日
の
津
幡
町
旧
中
条
ラ
イ
ス
セ
ン

タ
ー
前
で
は
生
産
者
ら
六
名
が
参
加
。

　
現
地
講
習
会
で
は
、
県
央
農
林
総
合

事
務
所
職
員
が
講
師
を
務
め
、
出
穂
後

の
水
管
理
に
お
け
る
注
意
点
と
、
飛
翔

性
カ
メ
ム
シ
が
多
く
確
認
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
カ
メ
ム
シ
対
策
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
よ
り
良
い
栽
培
管
理
を

目
指
し
て
、活
発
に
情
報
交
換
を
行
い
、

理
解
を
深
め
ま
し
た
。

カメムシの種類を確認する生産者

シ
ヒ
カ
リ

シ
ヒ
カ
リ

現
地
講
習
会

現
地
講
習
会

コ
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か
ほ
く
市
で
は
白
砂
青
浜
の
海
浜
を

護
り
、
環
境
保
全
意
識
を
啓
発
す
る
こ

と
を
目
的
に
七
月
三
日
、
三
年
ぶ
り
に

か
ほ
く
市
高
松
か
ら
大
崎
ま
で
の
海
浜

で
一
斉
清
掃
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
Ｊ
Ａ
の
宇
ノ
気
支
店
・
高
松
支
店

の
職
員
が
参
加
し
、
同
市
民
と
と
も
に

汗
を
流
し
ま
し
た
。
砂
浜
に
捨
て
ら
れ

た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル

な
ど
ゴ
ミ
を
分
別
し
な
が
ら
拾
い
集
め
、

約
一
時
間
の
作
業
で
し
た
が
、
海
浜
は

美
し
い
景
観
を
取
り
戻
し
ま
し
た
。

　

か
ほ
く
市
立
大
海
小
学
校
三
年
生

十
二
名
は
七
月
一
日
、
同
市
瀬
戸
町
に

あ
る
一
・
五
ア
ー
ル
の
畑
で
同
所
の
高

崎
武
義
さ
ん
、
政
勝
さ
ん
兄
弟
指
導
の

下
、
味
噌
づ
く
り
学
習
二
回
目
と
な
る

大
豆
の
土
寄
せ
を
行
い
ま
し
た
。

　
強
い
日
差
し
の
中
、
重
た
い
鍬
を
使

い
、
汗
を
流
し
な
が
ら
土
寄
せ
し
た
児

童
た
ち
は
「
腰
が
痛
い
」「
暑
い
し
疲

れ
た
」
と
農
作
業
の
大
変
さ
を
肌
で
感

じ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
耕
運
機
で
の
土
寄
せ
作
業

を
見
学
し
、「
鍬
よ
り
も
重
た
い
の
か
」

な
ど
質
問
を
あ
げ
て
い
ま
し
た
。

蟹　座
6/22〜7/22

【全体運】交流が活発化。聞きたくない話もありますが良い話の方が多め。好情報もキャッチできます。うわさ話は控えて
【健康運】よくかんで食べて。脳の働きにも好影響　　【幸運の食べ物】ルッコラ

　
高
松
紋
平
柿
生
産
組
合
は
七
月
八
日
、

か
ほ
く
市
八
野
の
柿
団
地
の
圃
場
に
て
、

同
市
特
産
「
高
松
紋
平
柿
」
の
摘
果
講

習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
生
産
者
ら
約

三
十
人
が
参
加
し
、
適
切
な
摘
果
、
管

理
方
法
に
つ
い
て
確
認
し
ま
し
た
。

　
講
習
会
で
は
、
県
央
農
林
総
合
事
務

所
職
員
よ
り
、
気
象
状
況
・
生
育
状
況

に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。
今
年
は
、
三
月
か
ら
六

月
中
旬
に
か
け
て
気
温
が
か

な
り
高
く
推
移
し
た
こ
と
か

ら
、
生
理
落
下
が
懸
念
さ
れ

ま
し
た
が
、
生
育
状
況
は
順

調
。

　
外
観
、
着
果
位
置
に
よ
る

摘
果
等
の
説
明
で
は
、
摘
果

作
業
の
実
演
が
開
始
さ
れ
る

と
と
も
に
、
参
加
者
か
ら
摘

果
条
件
に
関
し
て
の
質
問
が

絶
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
生
産

者
は
、一
果
当
た
り
の
葉
数
、

結
果
母
枝
別
着
果
数
の
目
安

や
生
理
落
下
が
多
い
樹
の
対

応
な
ど
、
高
品
質
な
柿
を
生

産
す
る
た
め
、
情
報
交
換
を

行
い
ま
し
た
。

　
摘
果
は
、
良
質
な
果
実
を

残
し
、不
要
な
果
実
を
間
引
く
作
業
で
、

果
実
の
肥
大
促
進
、
糖
度
の
向
上
、
玉

揃
い
を
良
く
し
品
質
を
向
上
さ
せ
る
効

果
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
間
引
き
さ

れ
な
か
っ
た
良
質
な
果
実
が
多
く
残
る

こ
と
で
収
穫
、
選
果
が
省
力
化
で
き
、

作
業
効
率
を
向
上
さ
せ
る
効
果
が
あ
り

ま
す
。

高
松
紋
平
柿
」の
摘
果
講
習
会

松
紋
平
柿
」の
摘
果
講
習
会  

開
催
開
催

ごみを拾い集める当ＪＡ職員

汗
流
し
　

流
し
　

大
豆
土
寄
せ

大
豆
土
寄
せ

土寄せを行う児童達

講習会の様子

を
き
れ
い
に

を
き
れ
い
に

海
浜
一
斉
清
掃

海
浜
一
斉
清
掃

海

「



の
運勢
９月

6

獅子座
7/23〜8/22

【全体運】高め安定運です。おいしい物を食べに行ったり温泉を楽しんだりして。気の置けない人たちと過ごすのがお勧め
【健康運】グループで楽しめるスポーツにツキあり　　【幸運の食べ物】サトイモ

  

六
月
二
十
九
日
、
内
灘
町
立
白
帆
台

小
学
校
三
年
生
六
十
六
名
は
、
河
北
潟

に
あ
る
株
式
会
社
笠
間
農
園
で
農
業
の

体
験
学
習
を
行
い
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
児
童
た
ち
は
、
同
園
で
栽

培
し
て
い
る
野
菜
の
種
類
や
栽
培
方
法

の
話
を
聞
き
ま
し
た
。
そ
の
後
ハ
ウ
ス

の
中
に
入
り
、
ト
ラ
ク
タ
ー
と
種
ま
き

機
を
見
学
。
実
際
に
動
い
た
機
械
を
見

て
「
一
瞬
で
土
が
柔
ら
か
く
な
っ
た
」

「
ど
こ
か
ら
種
が
落
ち
て
い
る
の
か
」

な
ど
機
械
の
仕
組
み
に
興
味
津
々
で
し

た
。

　
収
穫
体
験
で
は
一
人
三
株
ず
つ
ホ
ウ

レ
ン
ソ
ウ
を
収
穫
。
体
験
を
通
し
て
農

作
業
の
大
変
さ
を
実
感
し
た
児
童
は
、

自
分
で
収
穫
し
た
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
を
嬉

し
そ
う
に
持
ち
な
が
ら
「
感
謝
し
な
が

ら
食
べ
た
い
」
と
農
家
へ
感
謝
の
気
持

ち
を
表
し
て
い
ま
し
た
。

　
園
主
の
笠
間
さ
ん
は
「
児
童
た
ち
の

中
に
は
、
三
年
前
の
食
育
活
動
の
話
を

覚
え
て
い
る
子
も
い
て
、
よ
り
農
業
を

知
っ
て
貰
え
て
う
れ
し
い
。
学
校
か
ら

見
え
る
畑
で
農
業
を
し
て
い
る
事
を
知

っ
て
身
近
に
感
じ
て
ほ
し
い
」
と
話
し

ま
し
た
。

　
短
い
時
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
児

童
た
ち
は
時
間
の
許
す
限
り
質
問
を
あ

げ
、
教
科
書
に
は
載
っ
て
い
な
い
農
業

の
話
を
沢
山
聞
き
、
普
段
何
気
な
く
食

べ
て
い
る
野
菜
に
つ
い
て
改
め
て
知
る

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

み
ん
な
で
地
元
の
農
業
を
知
ろ
う

ん
な
で
地
元
の
農
業
を
知
ろ
う

　
七
月
六
日
、
津
幡
町
立
中
条
小
学
校

三
年
生
約
六
十
名
は
、同
町
特
産
品「
マ

コ
モ
タ
ケ
」の
学
習
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
学
習
会
は
津
幡
ま
こ
も
生
産
組
合
組

合
長
森
山
時
夫
さ
ん
が
講
師
を
務
め
、

児
童
た
ち
は
マ
コ
モ
タ
ケ
に
つ
い
て
沢

山
の
疑
問
を
投
げ
か
け
ま
し
た
。「
マ

コ
モ
タ
ケ
は
教
室
の
天
井
に
届
く
く
ら

い
伸
び
る
」「
マ
コ
モ
タ
ケ
は
イ
ネ
科
」

と
い
う
話
を
聞
い
て
、
児
童
た
ち
は
終

始
驚
き
な
が
ら
楽
し
く
学
び
ま
し
た
。

　
そ
の
後
玄
関
前
に
て
、
バ
ケ
ツ
に
植

え
ら
れ
た
マ
コ
モ
タ
ケ
の
苗
を
観
察
。

初
め
て
苗
を
見
た
児
童
た
ち
は
葉
を
触

っ
て
匂
い
を
嗅
い
だ
り
、
自
分
と
背
比

べ
を
し
て
マ
コ
モ
タ
ケ
に
ふ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
森
山
組
合
長
は
「
大
切
に
育
て

て
ね
」
と
児
童
た
ち
へ
お
願
い
し
、
こ

れ
か
ら
の
生
長
を
楽
し
み
に
し
ま
し
た
。

　
こ
の
学
習
会
は
自
分
た
ち
が
住
ん
で

い
る
津
幡
町
の
特
産
品
を
知
る
事
を
目

的
と
し
て
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後

は
秋
の
収
穫
ま
で
児
童
た
ち
が
交
代
で
、

水
の
管
理
と
観
察
を
し
て
い
き
ま
す
。

特
産
品
「
マ
コ
モ
タ
ケ
」
を
知
ろ
う

産
品
「
マ
コ
モ
タ
ケ
」
を
知
ろ
う

マコモタケの長さを調べる児童

収穫体験の様子種まき機を見学する児童
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の
運勢
９月 乙女座

8/23〜9/22

【全体運】運勢には勢いがあり注目度が高め。外野がうるさく感じられることもありますが味方が大多数です。早めの行動が吉
【健康運】けがに気を付けて。高所での作業は慎重に　　【幸運の食べ物】アサリ

　
七
月
十
六
日
、
の
と
里
山
海
道
高
松

Ｓ
Ａ
道
の
駅
高
松
里
山
館
イ
ベ
ン
ト
広

場
に
て
、夏
の「
さ
と
や
ま
マ
ル
シ
ェ
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
高
松
ぶ
ど
う
生

産
組
合
・
大
崎
園
芸
生
産
組
合
が
、
か

ほ
く
市
特
産
品
「
高
松
ぶ
ど
う
」「
大

崎
す
い
か
」
を
特
別
価
格
で
販
売
し
ま

し
た
。

　
猛
暑
の
中
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が

夏
の
味
覚
を
求
め
る
来
場
者
で
行
列
が

で
き
、
賑
わ
い
を
み
せ
ま
し
た
。

青
空
の
下
「
さ
と
や
ま
マ
ル
シ
ェ
」

空
の
下
「
さ
と
や
ま
マ
ル
シ
ェ
」

買い物を楽しむ来場者

　
七
月
十
日
、
農
事
組
合
法
人
よ
ち
が

運
営
す
る
当
Ｊ
Ａ
旧
金
津
店
を
利
用
し

た
直
売
所
で
「
金
津
市
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
店
内
で
は
種
類
豊
富
な
採
れ
た
て
の

野
菜
が
並
び
、
笹
餅
な
ど
の
加
工
品
や

切
花
が
販
売
さ
れ
ま
し
た
。
来
店
者
同

士
で
農
産
物
を
手
に
取
り
な
が
ら
、
オ

ス
ス
メ
の
レ
シ
ピ
を
教
え
合
う
な
ど
声

を
弾
ま
せ
て
い
ま
し
た
。
店
舗
入
口
に

は
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
と
屋
台
が
並
び
賑
わ

い
を
見
せ
、
久
し
ぶ
り
に
顔
を
合
わ
せ

た
地
元
の
来
店
客
は
、
世
間
話
に
花
を

咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。

賑

買い物を楽しむ来店客

わ
う
直
売
所
「
金
津
市
」

わ
う
直
売
所
「
金
津
市
」

　
七
月
二
十
二
日
か
ら
二
日
間
に
か
け

て
当
Ｊ
Ａ
農
機
セ
ン
タ
ー
に
て
、
農
機 

・
自
動
車
な
ど
「
夏
の
展
示
商
談
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
低
コ
ス
ト
農
業
に

貢
献
す
る
新
型
農
機
の
ほ
か
、
新
車
・

中
古
の
自
動
車
を
多
数
展
示
し
ま
し
た
。

　
ま
た
展
示
商
談
会
に
合
わ
せ
て
二
十 

三
日
か
ら
二
日
間
、
Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
か

ほ
く
で
は「
盛
夏
の
感
謝
祭
」を
開
催
。

大
崎
す
い
か
や
高
松
ぶ
ど
う
が
特
別
価

格
で
販
売
さ
れ
ま
し
た
。
店
舗
入
り
口

で
は
「
そ
く
さ
い
か
ん
女
性
部
」
が
作

っ
た
笹
ず
し
や
笹
も
ち
、
惣
菜
が
販
売

さ
れ
、
販
売
開
始
前
か
ら
多
く
の
来
店

者
が
詰
め
か
け
、列
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。

夏

特別価格で販売された大崎すいか

の
展
示
商
談
会

の
展
示
商
談
会

盛
夏
の
感
謝
祭

盛
夏
の
感
謝
祭

　
七
月
二
十
八
日
、
津
幡
町
湖
東
の
河

北
潟
干
拓
地
「
ひ
ま
わ
り
村
」
で
開
村

式
が
行
わ
れ
、
河
北
潟
周
辺
二
市
二
町

の
園
児
た
ち
が
参
加
。
鮮
や
か
な
ヒ
マ

ワ
リ
が
園
児
た
ち
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　
五
月
に
園
児
た
ち
が
ま
い
た
種
が
立

派
に
生
長
し
、
二
・
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

敷
地
一
面
に
三
十
五
万
本
の
ヒ
マ
ワ
リ

が
咲
き
誇
り
ま
し
た
。

　
園
児
た
ち
は
ヒ
マ
ワ
リ
を
見
上
げ
な

が
ら
迷
路
の
中
を
歩
き
、
自
分
の
顔
よ

り
大
き
な
ヒ
マ
ワ
リ
の
花
を
じ
っ
く
り

と
観
察
し
な
が
ら
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

鮮

迷路の中でひまわりを楽しむ園児

や
か
な
ひ
ま
わ
り
村

や
か
な
ひ
ま
わ
り
村

開
村
開
村



の
運勢
９月
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天秤座
9/23〜10/23

【全体運】あれこれ気になって落ち着きませんが上昇運。流れに乗って行けば大丈夫です。迷ったときは初心に返って選択を
【健康運】良好です。動き回った方が気力も充実　　【幸運の食べ物】栗

　

津
幡
東
支
店
で
は
七
月
五

日
、
女
性
大
学
卒
業
生
で
構
成

さ
れ
て
い
る
「
ス
ワ
ン
の
会
」

が
七
夕
の
飾
り
つ
け
を
行
い
ま

し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
で
三
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
が
、
久
し
ぶ
り
に
顔
を

合
わ
せ
た
九
名
の
参
加
者
は
、

会
話
を
弾
ま
せ
和
気
あ
い
あ
い

と
笹
飾
り
を
作
り
、
短
冊
に
願

い
事
を
書
い
て
祈
り
を
込
め
ま

し
た
。

　
飾
り
付
け
を
終
え
て
、
華
や

か
に
な
っ
た
笹
を
見
て
参
加
者

は「
き
れ
い
に
な
っ
て
嬉
し
い
。

童
心
に
か
え
る
ね
」
と
楽
し
そ

う
に
微
笑
ん
で
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
参
加
者
は
、
津
幡
町

の
河
合
谷
小
学
校
跡
地
に
建
て

ら
れ
た
河
愛
の
里
キ
ン
シ
ュ
ー

レ
を
訪
れ
ラ
ン
チ
を
楽
し
ん
だ

後
、
施
設
を
見
学
し
緑
豊
か
な

自
然
に
触
れ
ま
し
た
。

　
川
上
勇
人
同
支
店
長
は
「
ま

た
み
な
さ
ん
が
集
ま
る
場
を
作

り
、
楽
し
く
活
動
し
て
い
き
た

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

七
夕
に
願
い
を
込
め
て

夕
に
願
い
を
込
め
て

飾り付けの様子飾りつけた笹と「スワンの会」参加者の皆さん

　
七
月
二
十
日
、
女
性
大
学
ス
マ
イ
ル

ス
ク
ー
ル
卒
業
生
で
構
成
す
る
内
灘
支

店
「
は
ま
な
す
会
」
が
、「
籐
の
お
し

ゃ
れ
小
物
教
室
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

内
灘
町
在
住
の
会
員
、
山
崎
勢
津
子
さ

ん
を
先
生
に
、十
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
フ
ォ
ト
フ
レ
ー
ム
や
コ
ー
ス

タ
ー
な
ど
、
自
分
好
み
に
合
わ
せ
て
用

途
を
変
え
ら
れ
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
生
活

雑
貨
を
作
り
ま
し
た
。
は
じ
め
に
先
生

か
ら
、
籐
の
産
地
や
特
徴
な
ど
に
つ
い

て
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
各

自
十
一
本
ず
つ
籐
を
並
べ
て
、
重
ね
る

よ
う
に
編
ん
で
い
き
ま
し
た
。
複
雑
な

手
順
に
苦
戦
し
な
が
ら
も
、
先
生
に
教

え
て
も
ら
い
な
が
ら
、
徐
々
に
完
成
さ

せ
て
い
き
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
意
外
と
難
し
く
て

頭
の
体
操
に
な
っ
た
。
籐
を
使
っ
た
雑

貨
を
作
る
の
は
時
間
が
か
か
る
と
感
じ

た
の
で
、
バ
ッ
グ
な
ど
を
作
る
の
は
す

ご
い
。
今
日
作
っ
た
も
の
は
写
真
を
付

け
て
飾
り
た
い
」
と
完
成
を
喜
び
、
達

成
感
に
あ
ふ
れ
た
笑
顔
を
見
せ
ま
し
た
。

　
最
後
の
挨
拶
で
は
、
会
員
で
当
Ｊ
Ａ

の
米
田
悦
子
理
事
が
「
今
回
開
催
で
き

て
本
当
に
良
か
っ
た
。
今
後
も
は
ま
な

す
会
を
盛
り
上
げ
、
い
ろ
ん
な
活
動
を

し
て
い
き
た
い
。
多
く
の
会
員
が
参
加

し
て
く
れ
た
ら
嬉
し
い
」
と
話
し
、
今

後
の
活
動
に
意
気
込
み
を
見
せ
ま
し
た
。

自
分
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
を

分
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
を

山崎さんの作品と「はまなす会」参加者の皆さん 制作の様子
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の
運勢
９月 蠍　座

10/24〜11/22

【全体運】心配事は杞憂（きゆう）に終わりそう。会話の機会を多く持つよう心がけて。おけいこ事やセミナー参加にツキ
【健康運】冷えに注意。おなかや下半身は特にガードを　　【幸運の食べ物】新ショウガ

　
七
月
六
日
、
当
Ｊ
Ａ
で
は
石
川
県
警

察
本
部
・
津
幡
警
察
署
・
Ｊ
Ａ
石
川
共

済
連
と
連
携
し
、
津
幡
町
総
合
体
育
館

で
「
ス
タ
ン
ト
マ
ン
に
よ
る
自
転
車
交

通
安
全
教
室
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
参

加
し
た
津
幡
中
学
校
全
校
生
徒
約
五
百

名
は
、
事
故
の
怖
さ
と
交
通
ル
ー
ル
を

再
確
認
し
ま
し
た
。

　
当
Ｊ
Ａ
の
田
中
光
博
常
務
理
事
は「
自

転
車
事
故
の
八
十
パ
ー

セ
ン
ト
は
車
と
の
事

故
。
交
通
事
故
の
再
現

を
し
っ
か
り
見
て
怖
さ

を
認
識
し
、
安
全
運
転

を
心
が
け
て
楽
し
い
学

校
生
活
を
送
っ
て
く
だ

さ
い
」
と
挨
拶
し
ま
し

た
。
そ
の
後
自
転
車
に

乗
っ
た
ス
タ
ン
ト
マ
ン

は
、
中
学
生
が
普
段
走

る
ス
ピ
ー
ド
で
障
害
物

に
ぶ
つ
か
る
な
ど
交
通

事
故
を
再
現
。
本
物
さ

な
が
ら
の
事
故
の
衝
撃

を
目
の
前
で
見
た
生
徒

た
ち
は
、
息
を
の
み
恐

怖
を
体
感
し
ま
し
た
。

ま
た
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
や
イ
ヤ
ホ
ン
を
使
用
し
な
が
ら
の
運

転
や
、
二
列
に
並
ん
だ
走
行
の
危
険
性

に
つ
い
て
も
学
び
ま
し
た
。

　
代
表
生
徒
か
ら
の
挨
拶
で
は
「
見
た

こ
と
の
な
か
っ
た
交
通
事
故
に
恐
怖
を

感
じ
た
。
自
分
た
ち
が
被
害
者
・
加
害

者
に
な
ら
な
い
よ
う
気
を
付
け
て
運
転

し
て
い
き
た
い
」
と
交
通
ル
ー
ル
の
遵

守
を
誓
い
ま
し
た
。

　
七
月
二
十
六
日
、
津
幡
警
察
署
や
関

係
機
関
協
力
の
下
、
当
Ｊ
Ａ
内
灘
支
店

に
て
強
盗
防
犯
・
特
殊
詐
欺
対
応
訓
練

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
緊
急
時
に
備
え

役
職
員
約
二
十
名
が
、
支
店
内
の
連
携

を
確
か
め
ま
し
た
。

　
強
盗
防
犯
訓
練
は
、
強
盗
犯
に
扮
し

た
警
察
官
が
ナ
イ
フ
と
ガ
ソ
リ
ン
を
持

っ
て
、
窓
口
職
員
を
脅
し
、
現
金
を
奪

っ
て
逃
走
す
る
想
定
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
訓
練
が
始
ま
る
と
、

リ
ア
ル
に
再
現
さ
れ
た
犯
行

と
、
強
盗
犯
の
迫
力
に
圧
倒
さ

れ
、
支
店
全
体
に
緊
張
感
が
走

り
ま
し
た
。
職
員
は
非
常
ボ
タ

ン
を
押
す
事
や
警
察
へ
連
絡
す

る
事
、
犯
人
の
特
徴
を
記
憶
す

る
事
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割

を
果
た
し
、
駆
け
つ
け
た
警
察

官
に
情
報
を
伝
え
ま
し
た
。

　
特
殊
詐
欺
対
応
訓
練
で
は
、

高
齢
者
が
電
話
を
し
な
が
ら
、

Ａ
Ｔ
Ｍ
で
多
額
の
振
込
を
指
示

さ
れ
る
と
い
う
想
定
で
行
わ
れ
、 

窓
口
職
員
が
来
店
者
へ
声
を
か

け
て
詳
し
い
話
を
聞
く
な
ど
、

詐
欺
を
未
然
に
防
ぐ
対
応
を
学

び
ま
し
た
。

　
津
幡
警
察
署
生
活
安
全
課
の
本
谷
豊

広
課
長
か
ら
「
皆
さ
ん
落
ち
着
い
て
対

応
で
き
て
い
た
。
日
頃
か
ら
来
店
者
へ

声
を
か
け
る
事
も
防
犯
に
繋
が
り
ま
す
」

と
、
講
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
折
戸
嘉
弘
同
支
店
長
は
「
今
回
の
訓

練
を
生
か
し
て
、
よ
り
一
層
来
店
者
の

安
全
を
第
一
に
考
え
て
業
務
に
あ
た
り

た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

犯
行
現
場
を
リ
ア
ル
に
再
現

行
現
場
を
リ
ア
ル
に
再
現

自
転
車
事
故
の
恐
怖
を
体
感

転
車
事
故
の
恐
怖
を
体
感

自転車事故を再現するスタントマン

事情聴取に応える折戸支店長
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この他、各支店・事業所で受付けております。

連 絡 先

お 客 様
相談窓口

組合員からの理事に関する組合員からの理事に関する
情報提供窓口の設置について情報提供窓口の設置について

　当組合の監事会は、経営の健全な発展に資するため、農協法（法第35条の５）および農協
法施行規則（第81条）および当組合監事監査規程（第16条）に基づき、理事の職務の適正な
遂行を阻害する行為に関する情報（組合経営に関する事象に限る）の提供を求めています。
　当組合の理事の組合経営に関する気になる行為について、見たり聞いたりした事柄があれば
電話または封書にて下記宛にご連絡くださいますようお願いいたします。
� 石川かほく農業協同組合　監事会

　JA石川かほくの令和３年度における決算内容や
事業内容について、情報開示を行います。

お電話の場合は、月曜日〜金曜日、午前９時〜午後３時にお願いします。

※当組合の業務に関する一般的な相談や苦情については、下記窓口を設置しておりますので、そちらをご利用ください。
※ご好意による情報提供であっても、誹謗・中傷に類似する内容のものは受付いたしかねますので、予めご了承ください。

◆金融に関するもの	 担当部署　金融共済部	 電話番号（076）288−2323
◆共済に関するもの	 担当部署　金融共済部	 電話番号（076）288−3914
◆営農・経済・販売に関するもの	 担当部署　営農部・経済部	 電話番号（076）288−7555

●住　　所　〒929-0326 石川県河北郡津幡町字清水チ329番地
●電話番号　（076）288−4179
●部 署 名　監査室
●受付監事　常勤監事　山下　充晃 宛

令和３年度
ディスクロージャー誌（情報開示）について

●住　　所　〒929-0326 石川県河北郡津幡町字清水チ329番地
●電話番号　（076）288−3331
●担当部署　総務課

QRコードより
確認できます！
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ルビーロマン
石川県オリジナル高
級ブドウ品種「ルビ 
ーロマン」は、今年
で市場デビュー 15
周年を迎えました。酸味が少なく、ジューシーな味
わいで後味はさっぱり。一粒食べると口いっぱいに
さわやかな甘みが広がります。

選ぶ時のポイント
一粒一粒に張りがあり、枝が緑色、粒の色が鮮やか
な濃紅色のものがより新鮮な証拠です。８月中旬に
出荷ピークを迎え、今が旬のブドウです。

おいらおいらからから
� ご紹介� ご紹介なんだななんだな

ご飯をおいしく 食事を楽しく

トウモロコシの炊き込みご飯トウモロコシの炊き込みご飯

（４人分）

材　料

作り方 ❶　米を研ぎ、ざるにあげておく（20分）。
❷　炊飯器に❶の米、鶏がらスープ、塩、しょうゆを入れ
て20分浸す。

❸　トウモロコシは皮をむいて
2等分にし、実を外して芯
と一緒に炊飯器に入れて
炊き上げる（写真右）。

❹　炊き上がったら芯を取り出
しよくかき混ぜ、器に盛り
付け出来上がり。

「天晴」のオーナーシェフ 永井　智一　氏

料理レシピ
募集

　ご家庭で簡単にできる、地物・旬の食材を使ったレシピを募集しています。
　投稿くださったレシピをリバノスやホームページで紹介したいと思います
ので、皆さんのご自慢料理を送ってくださいね！
　また、いろいろな食材の保存方法をご存知の方も、併せて募集していま
す。たくさんのレシピをお待ちしております。

宛先
〒929-0326  河北郡津幡町字清水チ329
JA石川かほくリバノス編集局
※レシピが多い場合は、リバノス編集局で選定させて
いただきます。

募集方法（封書でお送りください。）
１．住所、氏名、電話番号
２．料理名または食材名
３．レシピまたは保存方法
　　（簡単にお書きください。）

４．一言コメント
５．写真

米………………… 400g
鶏がらスープ……400ml
トウモロコシ……… 1本

塩…………… 小さじ1/2
しょうゆ……… 小さじ1

おいらも一緒に
箱詰めするんだな～
だけど…つまみ食い
しちゃいそうなんだな

私 の 趣 味

津幡町  笹﨑　一男さん

　バイクに乗って風を切るあの感覚は最高です！この気持ち
はバイクを乗り始めた16歳の頃から一切変わりません。 私
は昔からひとり自由気ままにバイクを走らせるのが好きです。
特に日が暮れてから出かけると、夜風が涼しくてすごく気持
ちがいいです。道の駅の休憩所では、私と同じようにバイク
が好きな人に出会います。見ず知らずの人ですが、バイクが
好きなもの同士、自然と会話が弾みます。別れる時には、片
手を振り挨拶を交わします。ごく普通の事ですが、同じ趣味
を持った仲間に出会い、心が繋がったような感覚に嬉しくな
ります。これもまたバイクという趣味の魅力です。これから
もバイクと出会いを思いっきり楽しんでいきたいです。
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射手座
11/23〜12/21

【全体運】運勢は波乱含み。気を引き締めていきましょう。大事なことは念を入れて確認を。連絡手段の確保も重要です
【健康運】関節のケアを。腰のストレッチも欠かさずに　　【幸運の食べ物】ミョウガ

害
虫
の
話

　
先
月
号
の
中
で
、
農
薬
や
害
虫
の
特
徴

を
よ
く
理
解
す
る
こ
と
が
農
薬
の
使
用
を

少
な
く
し
環
境
の
保
全
に
貢
献
す
る
と
書

き
ま
し
た
が
、
今
回
は
害
虫
に
つ
い
て
考

え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
年
は
梅
雨
が
非
常
に
早
く
明
け
真
夏

日
が
続
き
ま
し
た
が
、
今
は
梅
雨
末
期
の

よ
う
な
空
模
様
で
す
。
暑
い
日
が
続
く
と

害
虫
の
発
生
が
多
く
な
る
の
で
す
が
今
年

は
ど
う
で
し
ょ
う
か
？

◎
害
虫
の
食
べ
方

　
害
虫
も
人
と
同
じ
よ
う
に
き
ち
ん
と
食

べ
栄
養
を
摂
ら
な
い
と
生
き
て
い
く
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
害
虫
は
葉
や
茎
を
か
じ
っ

て
食
べ
る
か
、
蚊
の
よ
う
に
針
を
刺
し
て

野
菜
の
汁
を
吸
っ
て
栄
養
を
摂
り
ま
す
。

　
野
菜
に
穴
が
開
い
て
い
れ
ば
か
じ
る
タ

イ
プ
の
害
虫
が
、
葉
が
縮
れ
る
な
ど
の
症

状
が
あ
れ
ば
吸
う
タ
イ
プ
の
害
虫
が
犯
人

だ
と
推
定
で
き
ま
す
。

　
蝶
や
蛾
の
幼
虫
は
か
じ
る
タ
イ
プ
で
す
。

ア
オ
ム
シ
（
モ
ン
シ
ロ
チ
ョ
ウ
の
幼
虫
）

が
代
表
選
手
で
す
。
ま
た
、
コ
オ
ロ
ギ
な

ど
の
バ
ッ
タ
類
も
よ
く
か
じ
り
ま
す
。
吸

う
タ
イ
プ
の
代
表
選
手
は
ア
ブ
ラ
ム
シ
で
す
。

　
今
回
は
蝶
や
蛾
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま 

す
。

◎
対
策
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
？
？

　
蛾
や
蝶
の
幼
虫
は
野
菜
を
た
く
さ
ん
食

べ
ま
す
が
、
成
虫
に
な
る
と
汁
を
吸
う
タ

イ
プ
と
な
り
繁
殖
に
専
念
し
野
菜
に
被
害

を
与
え
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
モ
ン
シ

ロ
チ
ョ
ウ
や
蛾
が
畑
で
飛
ん
で
い
る
の
は

野
菜
に
卵
を
産
み
付
け
る
た
め
で
す
。
し

ば
ら
く
す
る
と
卵
か
ら
幼
虫
が
生
ま
れ
野

菜
を
食
べ
始
め
ま
す
の
で
、
蝶
や
蛾
が
飛

ん
で
い
た
ら
そ
ろ
そ
ろ
対
策
を
考
え
ろ
よ

と
害
虫
か
ら
教
え
て
も
ら
っ
て
い
る
と
考

え
ま
し
ょ
う
。
な
お
、
成
虫
の
体
に
は
鱗

粉
と
呼
ば
れ
る
粉
が
つ
い
て
お
り
こ
れ
が

防
弾
チ
ョ
ッ
キ
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し

農
薬
と
い
う
弾
丸
を
防
い
で
い
ま
す
の
で

農
薬
の
効
果
は
期
待
で
き
ま
せ
ん
。
農
薬

は
幼
虫
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
て
散
布
し
ま 

す
。

◎
食
後
の
食
卓
は
？
？

　
害
虫
の
食
事
の
後
の
食
卓
（
食
べ
残
し

た
葉
な
ど
）
に
は
食
べ
方
の
特
徴
が
残
っ

て
い
ま
す
。
み
ん
な
で
一
緒
に
食
事
す
る

虫
も
い
れ
ば
、
一
人
個
食
を
楽
し
む
虫
も

い
ま
す
。

　
害
虫
に
は
、
一
か
所
に
数
十
個
の
卵
を

ま
と
め
て
産
み
付
け
る
タ
イ
プ
と
一
個
一

個
を
あ
ち
こ
ち
に
産
み
付
け
る
タ
イ
プ
の

害
虫
が
い
ま
す
。

　
ま
と
め
産
み
タ
イ
プ
の
卵
が
孵
る
と
た

く
さ
ん
の
小
さ
な
幼
虫
が
１
枚
の
葉
を
み

ん
な
で
食
べ
始
め
ま
す
。
ホ
テ
ル
の
パ
ー

テ
ィ
ー
会
場
の
よ
う
で
す
ね
。
そ
の
う
ち

成
長
し
食
べ
る
葉
が
少
な
く
な
る
と
２
次

会
に
出
か
け
る
よ
う
に
分
か
れ
て
周
囲
に

あ
る
葉
を
食
べ
始
め
ま
す
。
成
長
に
伴
っ

て
隣
の
株
へ
と
被
害
を
拡
大
さ
せ
、
最
後

に
は
自
宅
に
帰
っ
て
飲
み
直
し
す
る
よ
う

に
１
頭
で
過
ご
す
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ハ

ス
モ
ン
ヨ
ト
ウ
な
ど
の
ヨ
ト
ウ
ム
シ
（
夜

盗
虫
）
類
が
こ
の
タ
イ
プ
で
、
最
初
は
１

～
２
枚
の
葉
が
表
皮
を
残
し
て
カ
ス
リ
状

に
食
害
さ
れ
ま
す
。
幼
虫
が
大
き
く
な
る

（
体
長
３
～
５
㎝
）
と
葉
の
筋
を
残
し
て

網
目
状
に
食
害
し
ま
す
。
卵
（
葉
裏
に
産

み
付
け
ま
す
）
を
発
見
し
た
場
合
は
速
や

か
に
取
り
除
き
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
ま

し
ょ
う
。

　
一
個
一
個
産
む
タ
イ
プ
の
代
表
が
ア
オ

ム
シ
や
コ
ナ
ガ
で
す
。
こ
の
タ
イ
プ
は
卵

を
あ
ち
こ
ち
に
産
む
の
で
小
さ
な
幼
虫
の

被
害
は
見
つ
け
に
く
い
で
す
。
成
虫
が
飛

び
回
っ
て
い
る
の
を
確
認
し
た
ら
卵
や
被

害
が
な
い
か
観
察
し
ま
し
ょ
う
。
蛹
に
な

る
前
の
幼
虫
の
体
長
は
ア
オ
ム
シ
が
４
㎝

な
の
に
対
し
コ
ナ
ガ
は
１
㎝
と
非
常
に
小

型
で
す
。
ア
オ
ム
シ
が
ヨ
ト
ウ
ム
シ
と
同

じ
よ
う
に
筋
だ
け
を
残
し
て
食
害
す
る
の

に
対
し
、
コ
ナ
ガ
は
小
さ
い
の
で
網
目
状

の
穴
が
た
く
さ
ん
開
く
よ
う
に
食
害
し
ま 

す
。

　
食
害
さ
れ
た
葉
を
見
つ
け
た
ら
必
ず
害

虫
が
い
な
い
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
特

に
傷
口
が
新
鮮
な
感
じ
の
場
合
に
は
新
し

い
傷
で
す
の
で
よ
く
探
し
て
く
だ
さ
い
。

葉
の
裏
側
や
周
囲
の
株
も
探
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。
見
つ
か
れ
ば
ネ
ッ
ト
検
索
な
ど

で
種
類
を
確
認
し
対
策
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

穴
が
開
い
て
い
て
も
葉
の
傷
が
乾
い
て
い

る
の
は
古
い
傷
で
す
。
コ
ナ
ガ
の
よ
う
な

小
さ
な
害
虫
（
生
ま
れ
た
て
の
ア
オ
ム
シ

の
幼
虫
）
が
若
い
葉
を
食
害
し
た
後
で
葉

が
大
き
く
な
る
と
大
き
な
穴
が
開
き
ま
す

が
傷
口
が
乾
い
て
い
る
の
で
古
い
食
害
の

跡
だ
と
わ
か
り
ま
す
。

　
葉
を
食
べ
る
害
虫
は
こ
の
ほ
か
に
も
い

ろ
い
ろ
い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な
食
べ
跡

な
の
か
を
確
認
す
る
こ
と
で
犯
人
が
推
定

で
き
ま
す
。
そ
し
て
、
食
害
現
場
を
押
さ

え
犯
人
を
特
定
で
き
れ
ば
有
効
な
対
策
を

考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

は
じ
め
よ
う

家
庭
菜
園

家
庭
菜
園

�

澤
出
　
　
隆
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の
運勢
９月

　
九
月
に
入
っ
て
も
厳
し
い
残
暑
が
続

き
ま
す
。
夏
秋
花
壇
の
草
花
も
盛
夏
期

の
暑
さ
で
弱
り
が
ち
に
な
り
ま
す
。
春

咲
き
草
花
に
植
え
替
え
る
ま
で
夏
秋
花

壇
の
花
を
長
く
咲
か
せ
続
け
ま
し
ょ
う
。

秋
遅
く
ま
で
長
く
美
し
く
保
つ
た
め
に

は
そ
れ
な
り
の
世
話
が
必
要
に
な
り
ま

す
。

◆
花
壇
を
長
く
美
し
く

　
夏
秋
花
壇
用
草
花
の
多
く
は
当
地
で

十
一
月
上
旬
ま
で
咲
き
続
け
ま
す
。
以

前
は
九
月
下
旬
に
は
花
が
小
さ
く
な
り

葉
も
黄
ば
ん
で
し
ま
っ
た
ニ
チ
ニ
チ
ソ

ウ
も
最
近
の
品
種
は
大
輪
の
ま
ま
咲
き

続
け
ま
す
。
十
一
月
上
旬
ま
で
成
育
し

な
が
ら
新
し
い
ツ
ボ
ミ
を
作
っ
て
開
花

す
る
わ
け
で
す
か
ら
、
き
ち
ん
と
し
た

肥
料
や
り
と
水
や
り
が
必
要
で
す
。
肥

料
切
れ
は
成
育
停
止
と
開
花
の
終
わ
り

に
つ
な
が
る
の
で
、
九
月
上
旬
、
十
月

上
旬
に
は
窒
素
・
リ
ン
酸
・
カ
リ
が
同

割
合
に
近
い
緩
効
性
化
成
肥
料
を
一
㎡

当
た
り
一
～
二
握
り
（
五
十
～
百
ｇ
）

株
間
に
ま
い
て
草
勢
を
保
ち
ま
す
。
水

や
り
は
水
は
け
が
良
い
こ
と
が
前
提
に

な
り
ま
す
。
こ
の
時
期
は
長
雨
が
あ
る

な
ど
で
加
湿
に
な
る
こ
と
も
し
ば
し
ば

あ
り
ま
す
。
土
の
水
は
け
に
は
基
本
的

な
土
作
り
が
必
要
に
な
る
の
で
、
花
壇

に
花
が
な
い
時
期
に
有
機
資
材
や
粗
目

の
砂
な
ど
混
入
し
て
行
い
ま
し
ょ
う
。

今
は
表
面
排
水
を
良
く
し
て
余
分
な
雨

水
が
留
ま
ら
な
い
よ
う
に
す
る
と
良
い

で
し
ょ
う
。

　
夏
秋
花
壇
を
長
く
美
し
く
保
つ
に
は

も
う
一
つ
切
り
戻
し
と
い
う
大
事
な
管

理
が
あ
り
ま
す
。
ジ
ニ
ア
（
ヒ
ャ
ク
ニ

チ
ソ
ウ
）
を
例
に
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

切
り
戻
し
を
せ
ず
放
任
す
る
と
開
花
数

が
一
時
的
に
多
く
な
り
ま
す
が
、
そ
の

後
明
ら
か
に
減
少
し
て
増
加
せ
ず
（
図 

１
上
）、図
が
白
黒
の
た
め
分
か
り
に
く 

い
が
枯
れ
花
が
残
り
観
賞
的
に
劣
り
ま 

す（
図
２
）。 

切
り
戻
し

に
は
、
①

個
々
の
花

が
終
わ
っ

た
ら
花
が
ら
ま
た
は
そ
の
下
一
～
二
節

を
含
め
て
摘
み
取
る　
②
八
月
中
旬
に

株
の
二~

三
分
の
一
ま
で
切
り
戻
す　

の
方
法
が
あ
り
ま
す
。
①
は
全
体
に
花

数
が
減
り
ま
す
（
図
３
）
が
、
長
い
期

間
花
数
を
保
ち
、
開
花
が
途
切
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
せ
ん
（
図
１
下
）。
種
類

に
よ
っ
て
は
花
が
ら
の
み
の
切
り
戻
し

は
放
任
と
似
た
状
況
に
な
り
ま
す
（
図

１
中
）。
②
は
九
月
下
旬
に
多
く
の
花

が
一
斉
に
咲
き
ま
す
（
図
４
）
が
、
切

り
戻
し
後
約
一
か
月
は
花
が
咲
き
ま
せ

ん
。
ま
た
開
花
に
大
き
な
早
晩
が
生
じ

た
り
、
十
分
な
開
花
が
見
ら
れ
な
い
こ

と
が
生
じ
、
さ
ら
に
暑
い
時
期
で
の
強

い
切
り
戻
し
な
の
で
枯
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
ど
ち
ら
の
方
法
を
と
る
か
は

作
る
人
の
花
づ
く
り
へ
の
考
え
方
で
す
。

咲
き
続
け
る
花
を
楽
し
む
人
は
①
を
、

一
斉
に
咲
く
花
を
楽
し
む
人
は
②
を
選

び
ま
し
ょ
う
。

◆
秋
ま
き
草
花
の
タ
ネ
ま
き

　
上
旬
は
秋
ま
き
草
花
の
タ
ネ
ま
き
適

期
で
す
。
平
鉢
、
播
種
・
育
苗
箱
、
セ

ル
ト
レ
ー
を
用
い
て
、
数
が
少
な
い
場

合
は
数
に
あ
っ
た
大
き
さ
の
平
鉢
で
、

移
植
に
強
い
も
の
は
播
箱
・
育
苗
箱
で

ま
く
と
良
い
で
し
ょ
う
。
移
植
傷
み
の

ほ
と
ん
ど
な
い
セ
ル
ト
レ
ー
が
入
手
し

や
す
く
な
っ
て
い
る
の
で
利
用
す
る
と

良
い
で
し
ょ
う
。
セ
ル
ト
レ
ー
専
用
土

で
な
い
土
を
用
い
る
と
発
芽
・
成
育
不

良
に
な
る
恐
れ
が
あ
る
の
で
、
専
用
土

を
使
う
と
良
い
で
し
ょ
う
。
秋
ま
き
草

花
の
う
ち
ハ
ボ
タ
ン
は
七
月
下
旬
（
大

株
）
か
八
月
中
旬
（
小
株
）
に
済
ん
で

い
る
で
し
ょ
う
。
パ
ン
ジ
ー
は
秋
咲
き

を
期
待
す
る
に
は
八
月
中
下
旬
で
す
が

本
来
の
ま
き
時
は
九
月
上
旬
で
す
。
翌

春
の
開
花
に
冬
越
し
時
の
株
が
大
き
い

こ
と
が
必
要
な
フ
ウ
リ
ン
ソ
ウ
（
カ
ン

パ
ヌ
ラ
・
メ
デ
ィ
ウ
ム
）
は
、
ま
た
似

た
性
質
と
思
わ
れ
る
ル
ピ
ナ
ス
、
ジ
ギ

タ
リ
ス
は
十
分
肥
培
し
て
大
き
な
株
に

育
て
ま
し
ょ
う
。
三
種
と
も
基
本
的
に

宿
根
草
で
す
が
、
開
花
し
な
か
っ
た
株

は
当
地
の
夏
の
暑
さ
で
良
く
枯
れ
る
の

で
、
翌
春
確
実
に
開
花
す
る
よ
う
に
し

っ
か
り
大
株
に
育
て
ま
し
ょ
う
。

夏
秋
花
壇
を
長
く
美
し
く

山羊座
12/22〜1/19

【全体運】努力が実を結び結果を出せます。さらに上を目指して歩みを進めましょう。意思表明すれば協力者も集まるはず
【健康運】夜更かしは控えて。規則正しい生活で安泰　　【幸運の食べ物】アマエビ

土
屋
　
照
二

図４

図２

図 3

図１　花数／株
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水瓶座
1/20〜2/18

【全体運】目先の利益にとらわれず大局を見て。実力発揮の好機。大胆な作戦も吉と出ます。これまでの経験を生かすとき
【健康運】筋トレなど目標を決めて。ハードな運動も◎ 　　 【幸運の食べ物】カボチャ

　
母
は
、
若
い
時
か
ら
畑
な
ど
を
し
て

元
気
な
人
で
し
た
。
で
す
が
八
十
歳
を

こ
え
て
か
ら
、
物
忘
れ
が
出
て
く
る
よ

う
に
な
り
、
足
に
痛
み
を
感
じ
る
よ
う

に
な
っ
て
か
ら
は
畑
に
も
行
か
な
く
な

り
ま
し
た
。
で
も
自
分
の
事
は
出
来
て

い
た
の
で
、
年
齢
の
せ
い
だ
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。

　
あ
る
日
突
然
、「
た
ん
す
の
横
に
女
の 

子
が
い
る
か
ら
お
や
つ
を
あ
げ
て
」
と

言
う
の
で
す
。
聞
き
返
し
て
も
同
じ
返

事
が
返
っ
て
き
て
、
何
を
言
っ
て
い
る

の
か
さ
っ
ぱ
り
意
味
が
わ
か
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
思
わ
ず「
な
ん
も
お
ら
ん
よ
」

と
強
く
言
う
と
、
母
は
何
も
言
わ
ず
、

し
ょ
ん
ぼ
り
し
た
様
子
で
し
た
。

　
病
院
の
先
生
に
相
談
し
、
専
門
医
を

受
診
し
た
ら
レ
ビ
ー
小
体
型
認
知
症
と

言
わ
れ
ま
し
た
。「
お
母
様
の
言
う
こ

と
を
否
定
し
な
い
で
、
受
け
入
れ
て
安

心
さ
せ
る
こ
と
を
第
一
に
考
え
て
く
だ

さ
い
。一
人
で
い
る
時
間
が
長
い
な
ら
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
外
に
出
る
機
会
を

作
り
ま
し
ょ
う
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

そ
う
言
わ
れ
て
も
、
母
と
ど
う
接
し
て

い
い
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
介

護
保
険
の
申
請
を
し
、
担
当
の
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
さ
ん
が
決
ま
り
、
デ
イ
サ
ー 

ビ
ス
を
利
用
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

施
設
の
皆
さ
ん
は
、
母
の
話
を
否
定
せ

ず
ニ
コ
ニ
コ
と
聞
い
て
く
れ
ま
し
た
。

母
も
笑
顔
で
と
っ
て
も
楽
し
そ
う
に
話

し
て
い
ま
し
た
。そ
れ
を
見
て
や
っ
と
、

先
生
の
言
う
意
味
が
分
か
っ
た
よ
う
な

気
が
し
ま
し
た
。

　
今
で
は
、
母
が
見
え
る
も
の
を
想
像

し
な
が
ら
、一
緒
に
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

母
は
私
に
「
こ
ん
な
か
わ
い
い
子
が
見

え
ん
の
か
、
可
哀
そ
う
に
」
と
笑
っ
て

い
ま
す
。今
日
も
母
と
一
緒
に
出
か
け
、

た
く
さ
ん
話
を
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

�

利
用
者
の
家
族
よ
り
　

母と一緒に

　
貧
血
と
は
血
液
中
の
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン

が
減
っ
た
状
態
で
す
。
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン

は
酸
素
を
吸
着
し
て
全
身
に
運
搬
す
る

の
で
、
貧
血
に
な
る
と
体
内
の
酸
素
が

不
足
し
て
、
息
切
れ
や
立
ち
く
ら
み
、

ふ
ら
つ
き
、疲
労
感
、動
悸
（
ど
う
き
）

や
息
切
れ
、
意
欲
低
下
な
ど
の
症
状
を

感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
肌
や
爪
や
髪
に
も
貧
血
の
影

響
が
及
び
ま
す
。
顔
色
が
悪
く
な
る
、

肌
の
染
み
が
で
き
る
、
ニ
キ
ビ
が
で
き

や
す
い
、
爪
が
変
形
し
た
り
折
れ
や
す

く
な
る
、
抜
け
毛
な
ど
が
現
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
貧
血
は
全
身

状
態
を
悪
く
す
る
上
に
、
美
容
の
大
敵

で
も
あ
る
の
で
す
。

　
貧
血
の
原
因
は
、
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま

す
が
、
女
性
は
月
経
に
よ
り
血
液
が
失

わ
れ
る
た
め
、
貧
血
に
な
り
や
す
い
と

い
え
ま
す
。
他
に
も
胃
腸
の
病
気
で
出

血
が
続
い
て
い
た
り
、
悪
性
腫
瘍
な
ど

重
篤
な
病
気
で
貧
血
に
な
る
可
能
性
も

あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
、
定
期
的
な
健
康

診
断
で
貧
血
の
有
無
を
調
べ
、
貧
血
の

人
は
医
療
機
関
を
受
診
し
原
因
を
調
べ

ま
し
ょ
う
。

　
鉄
は
血
液
中
の
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
の
材

料
な
の
で
、
鉄
が
欠
乏
す
る
と
ヘ
モ
グ

ロ
ビ
ン
が
十
分
に
は
作
ら
れ
ず
貧
血
に

な
り
ま
す
。
貧
血
に
な
り
や
す
い
女
性

が
ダ
イ
エ
ッ
ト
や
偏
食
な
ど
で
摂
取
す

る
鉄
が
足
り
な
い
と
鉄
欠
乏
性
貧
血
が

起
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
食
品
の
鉄
に
は
二
種
類
あ
り
、
動
物

性
食
品
の
赤
身
肉
（
豚
肉
、
牛
肉
な

ど
）、
レ
バ
ー
、
魚
介
類
に
含
ま
れ
る

「
ヘ
ム
鉄
」
は
体
内
で
の
吸
収
率
が
良

い
の
で
お
薦
め
で
す
。
農
作
物
の
小
松

菜
や
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
な
ど
緑
黄
色
野
菜

や
豆
類
に
含
ま
れ
る
「
非
ヘ
ム
鉄
」
は

体
内
で
の
吸
収
率
が
低
め
で
す
。
し
か

し
、「
非
ヘ
ム
鉄
」
も
一
緒
に
ビ
タ
ミ

ン
Ｃ
や
肉
類
な
ど
の
タ
ン
パ
ク
質
を
摂

取
す
る
と
吸
収
率
が
上
が
り
、
効
率
良

く
鉄
を
吸
収
で
き
ま
す
。
暑
い
時
期
は

サ
ッ
パ
リ
系
の
炭
水
化
物
中
心
の
食
事

が
多
く
、
鉄
不
足
に
な
っ
て
い
た
人
も

多
い
は
ず
で
す
。
こ
の
時
期
に
食
生
活

を
見
直
し
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
で

貧
血
の
予
防
や
対
策
を
心
が
け
ま
し
ょ

う
。

貧
血
は
美
容
の
大
敵
。体
調
不
良
の
原
因
に
も

健
康
科
学
ア
ド
バ
イ
ザ
ー�

福
田
　
千
晶
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【全体運】不安を感じるなら取りやめを。先読みがさえています。周囲の動きに惑わされず淡々とやるべきことを進めて
【健康運】消化の良い物をチョイス。発酵食品にツキ　　【幸運の食べ物】レタス

�

石
本
よ
し
一 

選

題
「
商
」

● 

秀丹
精
の
野
菜
が
売
れ
る
即
売
所

�

藤
沢　
充
子
（
瓜　
生
）

● 

佳
作

商
品
は
目
で
見
手
に
取
り
確
か
め
る　

�

田
村　
悦
子
（
大
根
布
）

客
商
売
笑
顔
の
裏
の
苦
労
知
る

�

井
田　
宏
子
（
井
野
河
内
）

愛
ら
し
い
商
売
繁
盛
ま
ね
き
猫

�

前
山
優
美
子
（
太　
田
）

商
売
の
甘
味
コ
ロ
ナ
が
食
べ
て
ゆ
き

�

古
林　
照
子
（
長
柄
町
）

商
店
の
暖
簾
を
守
る
三
代
目

�

山
崎　
洋
子
（
横　
浜
）

● 

入
選
　

商
品
の
荷
造
り
習
い
ア
ル
バ
イ
ト

�

越
野　
郁
夫
（
二
ツ
屋
）

朝
取
り
の
商
品
並
ぶ
道
の
駅

�

澤
本　
昭
子
（
内
日
角
）

商
店
街
シ
ャ
ッ
タ
ー
街
に
変
わ
り
ゆ
く

�
𠮷
田　
順
子
（
川　
尻
）

商
人
に
向
か
ぬ
男
の
生
ま
じ
め
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�

河
合　
雅
子
（
津　
幡
）

　　上手く成功するかどうかわからないス
イカの苗は、高価なので１本だけ買って植
えた。なんとか植えつき、ビー玉のような
メス花がつきワクワク！スイカ好きの私は、
毎朝畑へ行くのが超楽しみ！!
� 津幡町　山本　節子
スイカの甘くてシャリシャリとした食感は
たまらないですよね。一口食べると夏が来
たなとしみじみ感じます。自分で植えた苗
が生長していく様子を見ると愛着がわいて
食べるのが惜しくなってしまいます。結局
食べちゃいますけどね。暑さが厳しいので
熱中症には気を付けて畑へ行ってください
ね！

　 　
　　梅雨に入ったというのに雨が降らず野
菜も真夏日の中、だんだん弱っていきます。
早く雨が降ってくれる様に祈っています。
� 津幡町　山名　秋子
今年は最短の梅雨明けで驚きましたね。猛
暑が続いているので野菜も人も、こまめに
水分を取るように心がけて暑い夏を乗り切
りましょう。てるてる坊主を逆さまに飾っ
て雨が降る事を祈りましょう！
　 　
　　クロスワードクイズ毎号楽しみにして
います。兄からもらった牛ふん等、いつも
になく沢山すき込みをしたお陰で、葉物等
うまく沢山収穫できています。花、野菜は
毎日眺めて手をかけることが大切ですね。
（今更ながらですが…笑）
� かほく市　根布　節子
ご愛読ありがとうございます。牛ふんのパ
ワー恐るべしですね！沢山収穫できると家
庭菜園がさらに楽しくなりますよね。花や
野菜を毎日観察してみると普段気づかない
小さな変化や新しい発見を見つけられて面
白いので、時間があるときにはぜひ観察も
してみて下さいね。

　 　
　　みんな立派なジャガイモですが我が家は
モザイク病？で育ちません！何か良い方法、
原因が知りたいです！� かほく市  松本  惠子
モザイク病には虫から伝染するものと、土や種
から伝染するものがあるそうですよ。ジャガイ
モ栽培、モザイク病に負けずぜひリベンジして
下さい。分からない事があればＪＡが相談にの
りますのでお気軽に聞いてくださいね。
　 　
　　川柳コーナーに投稿しています。頭の
体操と思い、あれこれと考えています。
� かほく市　池田ひろみ
一句でその時の背景を感じられる川柳は、どれ
もなるほどと納得しながら楽しく読んでいま
す。いつもどのように川柳を考えているのでし
ょうか？ぜひ川柳のコツを教えてほしいで
す！これからもみなさんの川柳が届くのを楽し
みにしています。
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即
売
所
で
は
、
そ
う
し
た
苦
労
を
重
ね
た
生
産
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の
野
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が
、
棚
一
ぱ
い
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い
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産
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域
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顔
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即
売

所
の
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の
あ
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あ
る
。

　その他、たくさんのお便りが届いています。紙面
の都合上、全員の方のお便りを載せることができな
い場合もございます。ご了承下さい。実名で載せさ
せていただいておりますが、匿名希望の方は明記し
てください。お便りをお待ちしております。
<お便りのあて先>
〒929-0326　河北郡津幡町字清水チ329
� JA石川かほくリバノス編集局
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クロスワード
クイズ頭の体操？

P R E S ENT 7月号クイズ当選者

１	 女郎花と書く秋の七草。 同
じ——科の植物にオトコエシ
というのもあります

２	 頭隠して——隠さず
３	 すいっちょんと鳴く虫
４	 インフレのときに上がります
６	 贈答品に付けます
９	 風が吹くともうかるかも
10	 フェルメールの代表作『真珠

の——の少女』
11	 店の中に他の客はいません
13	 薬の——は徐々に表れた
14	 紙を燃やすと残ります
16	 10を3回掛け合わせると

二重マスの文字をA〜Eの順に並べて
できる言葉は何でしょうか?

ヨコのカギ タテのカギQ

◆応募方法　ハガキに①答え②住所・氏名・電話番号③本誌に対する
ご意見・身近な役立つ情報などをご記入の上、下記あて
先までご応募ください。正解者の中から抽選で５名の方
に1,000円分の商品券をプレゼントします。

◆あて先　　〒929-0326 津幡町字清水チ329
　　　　　　JA石川かほく「リバノス編集局」
◆応募締切　９月10日（消印有効）　　◆当選発表　リバノス11月号

● 本村　裕子 さん
● 東　　繋夫 さん
● 高村　智子 さん
● 浜辺　久子 さん
● 高橋　久江 さん

〈答え〉 アブラゼミ

２	 令和4年9月23日は——の日。
国民の祝日です

５	 秋は稲や栗、ブドウなどいろ
いろな作物が——を迎える季
節です

７	 竹や梅と並んでめでたい植物
８	 幸水や豊水が広く作られてい

ます
９	 『赤ずきん』 ではおばあさん

に化けました
11	 節約のために——簿を付け始

めた
12	 楽団の前でタクトを振ります
14	 お彼岸には掃除に行って手を

合わせる人が増えます
15	 ピンチなんです！
16	 長く続けると足がしびれるこ

とも
17	 ——コーヒー、——フットボー

ル

願いを七夕にこめて
　ほのぼのデイサービスが、たくさんの願いが詰まっ
た七夕飾りでとっても華やかになりました。「願いが
叶えばいいね」とお話ししながら、利用者様とスタッ

フが５日間かけて一緒に作りまし
た。「みんなが健康でいられます
ように」「病気やケガをしません
ように」などの願い事が書かれた
短冊でいっぱいになりました。
　昼食には、隣のハウスで、利用
者様とスタッフで一緒に収穫した

朝採れ野菜を添えた「七夕そ 
うめん」をいただきました。
七夕の行事食が「そうめん」
となった理由には、
・そうめんを天の川に例えた
・織物の上手な織姫にあやか

り、女の子の裁縫が上達するよう糸に見立てた
・栄養が豊富で食べやすいそうめんで健康を祈った
などの諸説ある由来にあやかりました。
　これからも季節行事を利用者様と一緒に楽しんで
いきたいと思います。
� ほのぼのデイサービス　スタッフ一同　

華やかに飾られた笹

ご利用者様と一緒に収穫した
野菜を使った「七夕そうめん」
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令和４年 秋期

農業用灯油・軽油の
お知らせ

平素は当ＪＡ給油所をご利用いただき
誠にありがとうございます。
10月31日まで

農業用灯油・軽油を受付いたします。

※現金・クレジット価格よりの値引ではありません。

２円引き２円引き２円引き２円引き

掛け売り（店頭・配達）の価格より

石川かほく農業協同組合
津幡セルフ給油所 TEL 289-3221
宇ノ気給油所 TEL 283-5035

第５回 理事会だより 令和４年７月29日（金）開催

●審議事項
第１号議案　令和４年度会計監査人との監査契約（電子契約）の締結

について
第２号議案　令和３年度ディスクロージャー誌（情報開示）について
第３号議案　常勤理事の他の団体理事等への就任承諾について
第４号議案　建物の賃貸借契約締結について
第５号議案　旧西部ライスセンター改修工事について
第６号議案　支店活性化委員の改選について
第７号議案　第６次債権回収・整理計画（令和２年度～令和４年度）

の取り組みについて
第８号議案　令和３年産米共同計算結果について
第９号議案　令和４年産米共同計算の実施単位、収入・支出項目の設

定について
第10号議案　各委員会規程の一部変更について

●報告検討事項
⑴　各委員会の開催報告について
⑵　令和４年６月末事業概況について
⑶　令和４年度第１四半期監事監査結果について
⑷　令和４年度第１四半期内部監査の実施報告について
⑸　令和４年度第１四半期コンプライアンス関連事項の報告について
⑹　JAバンク基本方針に基づく「経営管理資料」のうち農林中金が
定める事項の報告について

⑺　JAバンク基本方針に基づく「体制整備モニタリング報告」について
⑻　令和４年度第１四半期余裕金の運用状況報告及び運用限度報告に
ついて

⑼　令和４年度第２四半期余裕金の運用方針について
⑽　令和４年度第１四半期組合員の加入及び脱退状況について
⑾　令和４年度ライスセンター・カントリーエレベーター稼働計画に
ついて

⑿　株式会社JAアグリサポートかほく事業進捗状況について
⒀　その他

お問合わせ　ＪＡ各支店、または本店総務部総務課TEL ０７６-２８８-３３３１

最寄りの支店にてお手続きください。

新たに就農された方や家庭菜園を行っている方など、
JA石川かほくの正組合員になりませんか？
新たに就農された方や家庭菜園を行っている方など、
JA石川かほくの正組合員になりませんか？

✓ 農業を営む個人であって、当ＪＡ地区内に農地がある方（借地も可）
✓ １年のうち３０日以上農業に従事し、住所または農地が当ＪＡ地区内に
　 ある方

　組合員届出事項や資格要件に変更が生じた場合は、届出が必
要です。次のいずれかに該当する方は、最寄りの支店へお申し
出ください。
　　✓ 届出されているお名前・ご住所等の変更
　　✓ 死亡・転居による資格の喪失
　　✓ 就農・離農による資格の変動　　など

届出事項の変更や相続等の手続きはお済みですか？

　当JAでは、「出資予約貯金」の取り扱いを中止
することとしております。まだ手続きのお済み
でない方は、最寄りの支店窓口にて出資配当金
の入金先変更及び、出資予約貯金の解約等の手
続きを行って頂きますようお願い申し上げま
す。

出資予約貯金の廃止に伴う手続きについて

正組合員の
資格要件

加入・資格変更の手続き



　今年度予定していました下記イベントについて、新型コロナウイルス感染症拡
大防止と皆様の健康と安全を最優先に考えた結果、中止することを決定いたしま
した。大変申し訳ございませんが、何卒ご理解賜りますようお願い申し上げます。

●❶ 年金友の会（健康ウオーキング・グランドゴルフ大会）
●❷ 年金感謝コンサート
●❸ グラウンドゴルフ友の会 IN 小松ドーム
●❹ 共済友の会

夏季の

熱中症
対策

につい
て

▲▲▲▲
▲
▲
▲
▲▲▲▲▲

▲
▲
▲
▲
▲▲

　夏場の暑い中での作業は、熱中症を生じるおそれがあるので、次の事項に
注意して下さい。熱中症の予防は、水分をとることと体温の上昇を抑えるこ
とが大事です。高齢の方は、特に注意してください。

1作業は気温の高い時間帯を外す。
2休憩をこまめにとり、作業時間を短
くする等の工夫を行う。
3のどの渇きを感じる前に、水分をこ
まめに摂取し、汗で失われた水分を
補給する。
4気温や湿度が高くなりやすいハウス
等の施設内は特に気を付ける。
5帽子の着用、汗を発散しやすい服装
をする。

6できるだけ日陰で作業する。
7作業施設内の温度が上がらない工夫
をするとともに、風通しをよくする。

8加熱された空気は屋外に排気するよ
うに。
9暑いときでも作業を行う際は、体調
の変化等に気をつける。
10携帯電話を身につけ、緊急連絡先を
登録しておく。

早めの
水分補給
なんだな!

農作業中にはさまざまな事故のリスクが潜んでいます。
農家の皆様におかれましては、以下の点にご留意いただくようお願いいたします。農家の皆様へお願い

農作業時の事故に注意！
　作業の前に、運転・使用方法や作業手順などを確認し、
事故のないようにしましょう。

道路に泥を落とさないよう注意！
　公道に落ちた泥の塊は環境美化だけでなく、スリップ事故の原因に
なります。泥を落としてからの走行や、速やかに清掃をしましょう。

車両積載重量を超過しないように注意！
　過積載は制動力を低下させ、バランスを崩しやすくなります。
軽四トラックは350㎏を超過しないようにしましょう。

熱中症に注意！
　水分補給と適時休憩を取り、熱中症には十分に気をつけましょう。

金融共済部からのお知らせ

イベント開催中止について


